
製品名
（告示品名）

告示対象条項

条文

車載用冷凍機とは

 
しくみ
メリット・特長

車載用冷凍機
（高効率保冷装置搭載貨物自動車）

低炭素投資促進法告示
２項２９号

保冷装置（ ベルト駆動コンプレッサ式エジェクタサイクル冷凍機、スクロールコンプレッサ式冷凍機又は発電式冷
凍機を有し、かつ、荷室内の空気との熱交換を行う機構を有するものに限る。） を搭載した貨物の運送の用に供
する普通自動車又は小型自動車をいう。

車載用冷凍機は、主にトラックに架装され、トラックの
庫内温度を一定に保ち、食品、肉、魚等の冷凍又は
冷蔵品の品温を維持し、品質劣化を防ぐ装置であ
る。冷凍機専用のエンジンを搭載して冷凍機を稼動
させる方式（サブエンジン式）と、トラックのエンジン
の動力を利用して冷凍機を駆動させる方式（直結
式）がある。

【冷凍サイクルの主なしくみ】
気体の冷媒を圧縮機で圧縮し、凝縮器で冷却して圧
力が高い液体をつくり、膨張弁で圧力を下げ、蒸発
器で気化させ気化熱で熱を奪い取る。

【エジェクターサイクル冷凍機のしくみ】
エジェクターサイクル冷凍機とは、従来の冷凍サイク
ルにエジェクターという流体ポンプのような役割を果
たす機器を織込むことによって、冷凍サイクルの効
率化を最大限に引き出したもの。
従来の冷凍サイクルでは、コンプレッサーで圧縮した
冷媒が、エキスパンションバルブにおいて膨張する
時に渦となり、運動エネルギーを損失していた。エ
ジェクターサイクル冷凍機ではエジェクターがこの渦
の発生を抑え、エネルギーの損失を低減するととも
に、冷媒を昇圧してコンプレッサーに戻す役割りを果
たし、コンプレッサー動力を低減することが可能とな
り、車両エンジンに対する負荷を軽減し、省エネル
ギーを実現。
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製品名
（告示品名）

車載用冷凍機
（高効率保冷装置搭載貨物自動車）

種類（例）

【エジェクターサイクル冷凍機】

【スクロールコンプレッサ式冷凍機】

【発電式冷凍機】

【発電式冷凍機のしくみ】
走行中にジェネレーターで発電した電気を使い、電
動コンプレッサーを駆動。停車中はバッテリーの電気
で冷凍機を稼動。

【スクロールコンプレッサ式冷凍機のしくみ】
スクロールコンプレッサーは一対の固定された渦巻
き状の羽根（ラップ）と、旋回する渦巻き状の羽根が
旋回運動することで、圧縮室の体積を小さくすること
で、冷媒を圧縮する仕組みになっています。
その独特な圧縮原理から“高効率”，“低騒音・低振
動”，“小型軽量化”を実現した。

パッケージタイプ直結式冷凍機 セパレートタイプ直結式冷凍機 

アンダーマウントタイプサブエンジン式 

冷凍機 

ノーズマウントタイプサブエンジン式 

冷凍機 

パッケージタイプ直結式 

冷凍機 

高出力発電機 パッケージタイプ直結式 

冷凍機 
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製品名
（告示品名）

車載用冷凍機
（高効率保冷装置搭載貨物自動車）

XX設備名XX
導入事例

イラストはトラックに冷凍機（直結式）が架装された状態

関連工業会

開発メーカー インガソール・ランド株式会社
五十音順 株式会社デンソー

東プレ株式会社
三菱重工業株式会社

販売価格帯

社団法人日本冷凍空調工業会

　　・□300万円未満　・□300～1,000万円　・□1,000～5,000万円　・□5,000万円超
　　・その他（ 約　　　　　　　　　　万円 ）

注記：車両総額での販売価格帯を示す。 
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製品名
（告示品名）

車載用冷凍機
（高効率保冷装置搭載貨物自動車）

Reduce CO2
環境効果

Save Energy
省エネ効果

Save Money
経済効果

適正リース期間 ５年～１０年

【エジェクターサイクル冷凍機】エジェクターを使うと冷凍機のコンプレッサーを動かすための燃料消費量が従来品
比で庫内温度０℃のとき４０％ダウン、－１８℃のとき３３％ダウン、－３０℃のとき３０％ダウンします。

【エジェクターサイクル冷凍機】エジェクターサイクル冷凍機は従来の冷凍サイクルに比べ、冷媒膨張時に発生す
る運動エネルギーの損失を低減するとともに、昇圧した冷媒をコンプレッサーに戻すエジェクターを採用したことに
によりコンプレッサー動力の低減をすることが可能となり車両エンジンに対する負荷を軽減し、省エネルギーを実
現。

【エジェクターサイクル冷凍機】従来品比でコンプレッサーの動力低減３３％低減、ＣＯＰ５０％向上、冷凍能力２
５％向上を達成。
（同等性能を得るエジェクターサイクル冷凍機とノーマルサイクル冷凍機との単体比較。ＪＩＳ Ｂ８６１４輸送用機械
式・冷凍機ユニットの性能試験方法　外気３５℃、庫内温度－１８℃、Ｎｃ＝１８００ｒｐｍ時の効果）

【スクロールコンプレッサ式冷凍機】従来型コンプレッサと比較し、燃料消費量を15～35%程度改善。詳細は各社カ
タログを参照ください。

【発電式冷凍機】都市部配送例で燃料消費量を７～１０％改善。

【スクロールコンプレッサ式冷凍機】スクロールコンプレッサを使用すると、燃料消費量を15～35%程度削減できま
す。

【発電式冷凍機】都市部配送例で燃料費を７～１０％改善。

【スクロールコンプレッサ式冷凍機】スクロールコンプレッサは、従来型コンプレッサと比較し、体積効率と圧縮効
率を高めたことにより、CO2削減を実現。

【発電式冷凍機】アイドリングストップ時でも冷凍装置の稼動が可能。特に駐停車の多い都市部における定温配
送でＣＯ2削減効果大。
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